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	課題名：5.　魚病対策事業
	事業名：魚病対策事業
	予算額：1,549千円（一部国庫）
	期間　：平成19年度～
	主担当：生産技術室（丹下菜穂子）
	目的　：
	養殖場の巡回指導，魚病検査を行い，魚病被害を防ぎ，天然魚についても必要に応じて検査を行い，魚病被害の蔓延防止対策の基礎とする．また養殖生産魚の薬剤残留検査を行い，食の安全を確保する．種苗生産期の疾病問題の解決策を検討する．

